
17世紀フランス悲劇における
女性の自死をめぐって

永井典克

序16-17世紀フランス悲劇における自死

16世紀終わりから17世紀前半の演劇は､牧歌劇でないものは血の色にいろ

どられた芝居になる傾向にあったl｡16世紀の悲劇は､古典主義演劇とちが

い､カタストロフが5幕の前に起き､その後に死者を嘆き､近親者の誰かが

後を追って自殺するということがしばしばあるのでヱ､特にその傾向が強い｡

ところが､17世紀の後半､フロンドの乱の後､いわゆる古典主義の時代に

なると､主要な登場人物が皆死ぬということは減っていった｡｢適切さ｣の

概念に反するので｢死｣を舞台に乗せるのが難しくなったということ､悲喜

劇の流行のもと､悲劇においても幸福な結末､誰も死ぬことのない結末が可

能になったということをその理由として挙られている3｡しかし｢死｣がまっ

たく舞台から追放されたわけではない｡暗殺､戦争､決闘は確かに芝居の中

から消えていった｡これらは｢適切さ｣に反していると思われたからである｡

しかし､自殺が舞台上から消えることはなかった｡

勿論､当時､自殺は罪である｡自殺した人間と未遂者は足から吊るされた後､

焼かれ､その灰は風に撒かれ､狂気がその死の原因として考えられていた｡

それにも関わらず､彼らの行為は英雄的なものとして捉えられもしていた4｡

リトレによれは《Suici由》という単語そのものが17世紀においてまだ存在

していない｡この時代､自殺という現象は罪でありながら､英雄のものとい

う2面性があったのだ｡舞台においても､自殺は(ローマの)英雄にふさわし

い行為と受け取られている｡キリスト教的なモラルは忘れ去られたかのよう
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に､主人公達は栄光に満ち､自ら死を選んでいっている5｡

16｣7世紀を通して､観客に好まれ､何度も生を受けた作品には､クレオパー

トル､アンチゴーヌ､ソフォニスプ､デイドン､フェードルといった自ら死

を選んでいく女性主人公を中心にすえたものがある｡舞台に最初に登場した

時､彼女たちはそれぞれの原典のイメージを保ち､その死にはさまざまな理

由があるが､1630年代に入り､メレの『ソフォニスプ』が現れた時から､そ

の姿を恋愛を中心としたものへと変えていく｡同時に､そのような恋愛を中

心とする演劇に対抗し､非難する動きも出てくる｡舞台における｢死｣その

ものが変化していく時代において､女性主人公達の行為の意味も揺れ動いて

いっている｡ここではその揺れを調べてみたい｡

1ソフォニスブの変容､もしくは愛のための死

カルタゴの女王ソフォニスブはニュミディアの王シフアックスの妻だが､

ローマ軍にシフアックスが敗れ､捕虜になった時､ローマに味方し侵攻して

きた王マシニッスと結婚しようとする｡捕虜としてローマに連れて行かれる

ことを逃れようとしたのだ｡しかしローマの執政官シピオンは､この結婚を

認めなかった｡彼女は捕虜になるという辱めをうけるより､死を選び､マシ

ニッスから送られた毒を飲んで死んでいく｡

彼女の死が名誉のためのものであったということは1556年にサン=ジュレ

とアミヨがイタリアのトリッサンの『ソフォニスバ』を訳していらい､モン

クレチアン(1596)､モントルー(1601)までのソフォニスプに当てはまる｡彼

女たちは鎖につながれるより､むしろ死を選んでいる｡
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しかし､1630年代になり､演劇がリシュリューの庇護のもと洗練されてい

くと､劇作家たちは16世紀後半と遠い､原典を自由に脚色することができ

るようになっていった｡1635年に出版されたメレのの中の彼女はそれまでと

は少し姿を変えている｡

1663年にコルネーユが同じ主題で『ソフォニスプ』を書いた時の序文から

もわかるように､メレの『ソフォニスプ』は17世紀を通して大当たりして

いた｡このブザンソン出身の作家は『アストレ』から主題をとって作品を作

るなど､痕極的に当時の観客に気にいられるよう努めたていたが､自作の『ソ
フォニスプ』について2つの特徴を挙げていた｡1つはシフアックスをロー

マとの掛､の中で死なせたこと｡これはそうすることによってソフォニスブ

に2人の夫ができることを避け､｢適切さ｣が保たれるためである｡もう1

っはソフォニスプの死の後にマシニッスも死なせたこと｡これについてメレ

は｢彼がしなければいけなかったことをさせただけであり､そうしなければ

悲劇が終わらなかったからだ｣としている｡史実よりも｢そうあるべきであっ

たこと｣が重要であったのだ｡

しかし､違いはメレが言及したところだけにとどまらない｡伝統的なソフォ

ニスプが名誉のために死んでいったのと対照的に､彼のソフォニスプは｢マ

シニッスが後を追って死んでくれると誓ってくれたので､生きているのと同

じくらい死ぬことも嬉しい｣と言い､｢ローマの女が私の位置を占めること

がないよう｣早くマシニッスが彼女の後を追い死ぬことを望み死んでいくの

だ｡
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Oui,pOurtrOPteCherirjetesuisinhumaine

TantjlaipeurqtJepeut-etre,unedameromaine,

Parl10rdredesRomains,meStyranSetlestiens,

6MONTREUX,NicolasdcILL.Sophonisbetid･D･STONE,Jr･･《T･LF･》tGenとve,Droヱ･1976･aCLe

V.

5



NeprenneaupTBsdetoiIapJacequejtytlenS.7

この時､問題になっているのは､もはやローマの捕虜になる､ならないとい

うことではなく､2人が一緒になれるか､･なれないかということにある｡そ

れも今生きている世界ではなく､死者の国において｡彼女は名誉ではなく､

愛のために死んでいく｡プレシオジテ全盛のこの時､時代に敏感であったメ

レは観客の気に入るすべを心得ていた｡彼が｢そうあるべきだ｣と判断した

ことは､とりもなおさず観客も｢そうあるべきだ｣と判断していたことであっ

た｡彼女が恋する人の後を追って死ぬことは観客によって要求されていたこ

とだ｡メレはその要求に応えたというあたりに17世紀を通してこの作品が

あたった理由を見出せるであろう｡

実はすでに1621年にメレの友人であったテオフイル･ド･ヴイオーがオヴイ

デイウスから取った『ピラームとティスベ』において､ティスべが死んだ恋

人ピラームを追いかけて死んでいく悲劇を書き成功していた｡しかし､メレ

の『ソフォニスプ』が決定打となり､死者の国で愛する相手にまた会おうと

する､愛のために死んでいく女性主人公が出てくる芝居が増えはじめる｡

35年にはクレオパートルとアントワーヌの悲劇を扱ったメレの『マルク=

アントワーヌ』､バンスラードの『クレオパートル』が上演されている｡ク

レオパートルはジョデル(1552)､ガルニエ(1578)の作品において､すでに恋

するアントワーヌを追いかけるように死んでいっているが､ガルニエのクレ

オパートルはアントワーヌの死俸に寄り添うように死んでいき､クレオパー

トルの死が彼ら2人の死後の国で結ばれるための替いの儀式であったことを

明らかにしている｡
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メレは『ソフォニスプ』に続き､再び『マルク=アントワーヌ』において､

彼女を愛のための殉教者にしたてあげた9｡しかし､ここでクレオパートルの

悲劇を扱った一連の作家たちがモデルにしたプルタルコスの『英雄伝』で軋

クレオパートルの死は｢立派なもの｣だったが､その愛は｢破滅的な禍い｣

であり､否定的にしか扱われてなかったことを思い出さなければいけない｡

それが､愛に殉じ､自ら死を選ぶ気高い主人公となったとき､彼女の愛が禍

いであったとの非難も消えていっている｡

同年にラ･ピヌリエールの『イポリット』が現れる｡義理の息子イポリット

に恋をしたフェードルは､彼が死んだ時､自分の不義の恋を後悔するが､彼

を追って死者の国へと降りていこう､死者の国で結ばれようと言い死んでい

く｡ガルニエ(1573)､ラ･ピヌリエール(1635)､ジルベール(1647)､ビダー

ル(1675)､プラドン(1677)､ラシーヌ(1677)がこの神話を芝居にしているが､

ラシーヌのフェードルを除き､すべてのフェードルがセネカにならい､イポ

リットを死者の国へと追いかけることを誓い､死んでいく｡彼女は本来ラシー

ヌ劇の主人公とは違い､不義の恋をしたからといって､その罪の意識によっ

てのみ死んでいったわけではない○むしろ､死んでから､結ばれることがな

かった愛が成就することを望む情熱的な女性であったのだ｡このフェードル

の神話については後で詳しく見ることにしたい｡

37年にはヴイルジルの『エネイッド』第4歌をもとにスキュデリーの『デイ

ドン』が登場する｡戦火に焼かれたトロイを離れ､カルタゴに漂着したエネ

軋女王デイドンと恋におちいるが､やがてローマ建国のため､彼女のもと

を去らなければいけなくなる｡別離の時､デイドンは自分が死んだ後､自分

の影がエネに付きまとい､復讐するだろうと言っている｡カルタゴの女王と

ェネの悲恋を扱った作品にはジョデル(1554)､アルデイ(1624)､ポワロベー

ル(1643)の作品がある｡彼女たち軋ポワロベールの作品を除き､みなヴイ

ルジルの例を踏襲し､失われた愛を嘆き､去って行く恋人を恨み､呪いなが

ら死んでいくのだ｡
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デイドンはソフォニスプと異なり､この世界では不可能になった愛を死者の

国で得ようというのではない｡彼女はその死で､去っていく恋人の死を望ん

だ｡『エネイッド』第4歌は､まずローマとカルタゴの戟の原因としての因

縁話と､とらえられていた‖｡しかし､これもまた､今､この世界で不可能

な愛ゆえに死を選んだ結果であった｡

同じく37年にはロトルーの『アンチゴーヌ』が出版されている｡バイフ(1573)､

ガルニエ(1580)､ロトルー(1637)､ラシーヌ(1664)がこのテーべのエディツ

プの娘が､禁止されていたにもかかわらず兄エテオクルを埋葬したために死

ななければいけなくなった物語を作品にしている｡このもともとは《Piete》

を主題にした物語1三もロトルーの作品から彼女に死を命じた王クレオンの息

子エモンとアンチゴーヌの愛の方へと重心を移動している｡ロトルーのアン

チゴーヌは死の直前にエモンの名を呼び､その名とともに死の国へ降りてい

くのだ｡

^veclenomd,HimoneIleaftrmelabouche:

Cestunnomqulelleemporteaudeladu(Tipas,

E(quedansl-Oublim£meellen.oublirapas･13

若きラシーヌはモリエールの影響のもと『ラ･テ′ヾイッド』を書いたが､こ

]Oscudery.Djdo,J,Ac(CtV,Dido,JdLascktJe.ed･C･DEl劇^SJbu]ouse･Socii(畠deutterAtureS

CtassiqロeS,1992

.,RONSARD,LDFr(PZCLde,α〟VTC∫COmPt～JeJT,XVLed･P･LAUMONIER,Socie(e des Tex(es

Fra爪印isModernes.Nizet,1983,P･337

ほガルニエの作品のタイトルはまさにA〃Jfg州ど〃〝山戸fgJ`である｡
l〕R研ROU.^rz(igo,Ze,aCteV,SCとneviiitα■LLVTeSdeRo,TY",L･IV,Genモve,S]atkineReprintsl]967
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こでも､アンチゴーヌは死んだエモンの後を追い､死んでいく｡先ほど恋人

の死体に寄り添い(血をその死体に注ぎかけ)自死を遂げることが､死後の世

界での契りの儀式であることをみたが､ここでは､体のかわりに､名前を呼

びながら死んでゆくことに置き換えられている｡

Maissabe11eameenfin,tOutePrefeaSOrtir:

C力打〟血〃〝,Cセ∫J占わJq〟g庫椚g∫αゆ,

Diトelle;etCemOmentatermin色savie･Ⅰ4

1630年代以前にも､恋人を追って死者の国へと降りていく筋の芝居はあっ

たが､メレの『ソフォニスプ』を境に､｢そうあるべきであった｣ことを重

視する｢真実らしさ｣に裏打ちされ､伝統的にそうでなかった主人公たちも､

愛情ゆえに死んでいくように変わった｡このことにより､彼女たちの犯した

罪(2人の夫につかえたこと､国を滅ぼしたこと､義理の息子に恋をしたこと)

は問題にならなくなる｡彼女たちの自死は罪を浄化するのだ｡恋人を追いか

けて死んでいく女性たちは観客の気にいるものであった｡この流れはとまる

ことなく､『アンドロマック』のエルミオーヌにも受け継がれていく｡彼女

は､デイドンのように､去っていくビリュスの死を望んだ｡そして､それが

叶えられてしまうと､自らもまたビリエスの死体に寄り添うように､死んで

いく｡この死に方はすでに見てきたパターンである｡17世紀をとおしてこの

潮流は消えることがなかった｡

Maisduhautdelaporteen伽nousltavonsvue,

UnpolgnardhIamain,SurPhrrhussecourber,

Lever】esyeuxauciel,Sefrapper,ettOmber-I5

2 情念の危険性､不必要な死

前の章で､死の後までも恋人を追いかけるほど強い情念､その強さゆえに彼

女たちの犯した罪を私たちが忘れてしまうほどの強い情念を私たちのヒロイ

ンたちが持ち､それを観客が｢気にいった｣ことをみてきた｡が､この情念

は制限なしで舞台に乗せられたわけでもないし､非難を受けなかったわけで

川RACINE,山r力`伽I甜g,aCleV.s虎ne v

IIRAC(NE,^,,L*omaquc.acteV,SCとnederniとre
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もなかった｡

デイドンに関して､ポワロベールは『真のデイドン』(1643)で､｢ヴイルジ

ルが貯めた｣デイドンではなく､｢貞喪｣な其のデイドンを主人公にしたと

している｡ニュミディアの王イアルバスに求婚された彼女は｢死んだ夫の灰

にたてた害いを破るよりは死を選ぶ｣ことを望み､死の国の夫のもとへと降っ

ていくのだ｡

ChersManesdeSychee,OmbredemonEpoux,

Ag6ezcettemortqumerqolntaVOuS,

EtqulmeVadonnerdans)esChampsElysies

LesdouceursdureposquImeSOn(refusies･16

メレの『ソフォニスブ』では､ソフォニスブが2人の夫を持つことにより､

観客が衝撃をうけないよう､シフアックスは死ななければいけなかった｡宮

廷詩人の『其のデイドン』においてもデイドンが死ぬことによって､2人の

夫と結ばれることが避けられている｡そのうち一人はすでに鬼籍に入ってい

ても､それは｢適切さ｣に反するとしたのである｡｢適切さ｣という概念の

中身は微妙に揺れ動いている｡作者はこの操作により女主人公を｢罪のない｣

ものにできたとしている｡問題になるのはつねにこの｢愛｣と｢罪｣のバラ

ンスであった｡｢愛｣ゆえの｢罪｣である｡｢罪｣を減らせば､描かれる｢愛｣

も減ってしまう｡

さて63年のコルネーユの『ソフォニスブ』では､メレが｢適切さ｣を保つ

ためにした操作がなされていない｡史実を変えることを嫌うコルネーユの作

品のなかでシフアックスはローマとの戦いで死ななかった｡このことをドピ

ニヤク神父は非難していたI7｡また､義理の息子イポリットを愛してしまっ

たフェードルを主題にしたジルベール(1647)､ビダール(1675)､プラドン

(1677)の作品においては､フェードルはまだテゼと結婚しておらず､近親相

姦の罪という｢適切さ｣に反する要素は取り除かれていた｡プレシオジテの

■dBOISROBERT,LAVrLD･e Didoll.Ac(eV,SCとneiv,Dido,L丘ta･一Ci"e.ed･C･DEuVIASJbulouse,

Soci丘tideLittiratures ClassIqueS,1992

けもっともドビニヤク神父が当時コルネーユに仕掛けた論争は､すでに時代迎れであった彼の劇作

『済劇の実践』をコルネーユが批判したためにおきた､いわば私怨によるものなので､どの種皮ま

でドビニヤツクの指摘を倍額すればよいかはむずかしい｡
D'AUB[GNAC,DissqTatioJZSCOtltre CLTIZei/Le,id.NicholasHAMMONDetMichaeIHAWCROFT.

q TextesLitt丘raires》,UniversityofExeterPress,1995.p･Xi-XXViii
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時代以降､愛に無関心であることは罪であったので､イポリットはジルベー

ルの作品以降､恋をすることになっているが､プレシオジテ作家ジルベール

の『イポリット』では､フェードルとイポリットはお互いに愛し合ってさえ

いるのだ｡2人の夫を持つという｢罪｣は､｢適切さ｣によってほぼ禁止さ

れ､ただ一人への純粋な愛が自分ではどうすることもできない状況によって､

失われていく｡しかし､この操作によって､主人公を動かす内面の葛藤もま

た弱くなっていたことも思い出さなければいけない｡この内面の葛藤は､愛

のために恋人を追って死ぬということを決してしない､ラシーヌのフェード

ルが後に取り戻すものである｡

コルネーユはクレオパートルについて『ボンベの死』(1644)の解説で､｢彼

女が好色で悦楽に耽っているという評判を受けている｣と書き､『ロドギュー

ヌ』(1647)の序文でも､クレオパートルを｢第2のメデ｣としているなど､

彼女には愛ゆえに国を滅ぼした悪女というイメージも強かったことを伝えて

いる｡実際､メレ､バンスラード､コルネーユがクレオパートルを造形する

ときにモデルにしたプリュタルク『英雄伝』注釈書は16､17世紀に数多く

出たが､その中でも彼女は国を滅ぼした女性として《Putain,ftmmefbJl》と

されて､良いイメージは持たれていない柑｡しかしコルネーユによるクレオ

パートルは｢愛のない野心によって動かされる｣人間であった｡そして彼に

よれば｢野心ゆえに愛する｣ことは偉大なものであった｡メレによるクレオ

パートルが愛のために死ぬことにより悲劇の主人公たるにふさわしくなった

ように､コルネーユのクレオパートルはその野心ゆえに悲劇の登場人物へと

なった｡

コルネーユは『演劇に関する3つの小論』で｢悲劇は国家の関心事であるか､

恋愛以上に高貴で男性的な情熱､たとえば野心であるとか復讐であるとか､

を必要としている19｣として､悲劇のなかの恋愛を制限しようとしていた｡

彼甲クレオパートル像もその考えに従ったものである｡また､コルネーユの

ソフォニスブはメレの作り出した型を離れ､｢彼らの(ソフォニスプの2人の

夫)の低劣さにより､私は彼らとはもう関係ない｣と重苦し､彼女の自死には

愛情がもはや関係していないことを明確にしている｡

Leurbassessealtiourd.huideIousdetJXmedegage,

t8coRNE[LLE,0･C･),P･]733

L9coRNEILLE,Premier discotJrS,0･C･3,P･124

l】



Eknli(antplusqu■hrrR)りemeurStOuteaCaLthage,

Dignesangdluntelpere,etdignederigner,

SilanguerduSor(eGtvouIuTTfipargner･20

彼女はローマに連れて行かれるという恥辱より､名誉ある死を選び死んでい

く｡30年代に変容を遂げたソフォニスブはコルネーユの手によってもとの姿

に戻っていった｡

1660年代になると､ニコルたちのいわゆるジャンセニストによる演劇への

攻撃がはじまる｡66年にはラシーヌとボール･ロワヤル修道院との間にヴイ

ジオネールの論争があり､またコンチによる『演劇論』が発表される｡翌67

年にはニコルとデマレ･ド･サン=ソルランとの間におきた論争関連の文章

をまとめた『レ･ヴイジオネール』のなかに『演劇論』が収められ出版され

る｡ちなみにこの論争の途中､ニコルの｢小説を書くもの､芝居を書くもの

は､大衆を毒するもの､それも肉体のではなく､倍音の魂をどくするもので

あり､有害な書き物によって､実際に犯したか､引き起こすことができた無

数の精神の殺人について､有罪とみなされなくてはいけない2】｣という吉葉

に反発して､若きラシーヌはかつての恩師にたいし､論争をしかけている｡

彼は､演劇は｢楽しませながら教える｣ものだという､この時代､演劇を擁

護するもの誰もが持ち出したアリストテレスを引用し､演劇は｢罪のない｣

ものであると主張した｡そのニコルの『演劇論』では演劇は本来神のみに向

うべき愛を､人間に向けているところを描いているいじょう､有害なもので

しかないという攻撃が演劇に対してなされているユ2｡このような攻撃が､演

劇に直接の変化をもたらしたかどうかは微妙な問題であるが､ラシーヌにし

ろ､コルネーユにしろ､作品の序文でみずからの作品の擁護をたびたび試み

なければいけなかった｡

40-70年代にかけて､私達のヒロインたちの愛はさまざまな形で緩和され

ていた｡神話のイポリットのように人を愛さないのも罪だが､2人を愛する

という罪も避けられ､また不義の恋も避けられた｡コルネーユのように愛情

そのものを悲劇から切り捨てようという動きもあり､情念を描く演劇そのも

20coRNEILLE.Sopho,.isbe.acteV,SCとnevii

:1RACINE,伍uvres
comp]ttes.ed･PaulMESNARD,"LesGrands EcrivainsdelaFrance".

Hachelle,1886,t.1V.p.260

三三T=)ROUIN,Laurent,Lbvcu8Eemc,J‥aL〟′aire,=onoreChampLOn,】997,P･195･203

12



のが非難されることがあった｡

これと同時に悲劇から｢死｣そのものが必要とされなくなっていく｡『ベレ

ニス』(1670)の序文でラシーヌは悲劇において『デイドン』ほど感動的なも

のはないとしたあと2ユ､ベレニスを自殺させることはしなかったと続ける｡

デイドンとエネの2人とは違い､ベレニスとティチェスは最後の約束を交わ

していないからというのが一つめの理由であり､悲劇にはもはや｢血や死が

必要というわけでない｣というのがもう一つの理由であった｡72年にはデイ

ドンと同じように､アリアーヌの物語がトマ･コルネーユによって舞台化さ

れ､評判になる｡妹フェードルを選んだテゼにアリアーヌが捨てられた時､

彼女はみずから死ぬことを望みながら､それを達成することはできなかった｡

73年にはラシーヌの『ミトリダート』が公開されている｡ボンの王ミトリ

ダートがモニームと結婚しようとしているが､彼の2人の息子ファルナスと

キシフアレスもモニームに恋している｡モニームはキシフアレスのことを愛

していた｡そのことを知った王は彼女に毒を送り､彼女はキシフアレスのた

めに死のうとする｡それはメレのソフォニスプの死の再現といってよい｡だ

が､その瞬間に､王からの使者がやってきて彼女が毒をあおぐのを止めてし

まう｡

Monime:

Ettoi(Xipharとs),quidecec(モur,donlhfusadorg,

ParunjalouxdestinfustoLUOurSSePare,

H6ros,aVeCquImemeenterminantmavie･

Jen10SeenuntOmbeaudemanderdletreunie,

Re901SCeSaCrihce,etpu)SSeenCemOment

CepoISOneXP)erlesangdemonaman(!

Arbate:

Arretez!art毛tez!24

相手のために死ぬことのできなかったモニームは､キシフアレスと最後に結

ばれる｡これは私たちが今まで見てきた愛のために死んでいくというパター

ンから大きく逸脱している｡この時､愛のために死ぬということはなくなっ

ているのだ｡

エコアウグスチヌスがデイドンの貞割こ感動して録したということが､油劇を擁頗するとき多く-ぎわれ

た｡ラシーヌも｢イマジネールの冶争｣のとき烏郎■Fニコルたち相手に使っている｡スキュデリーの

『デイドン』の序文にも雁戚としてアウグスチヌスが持ちtlはれている｡

三一RACfNE,Mi(Jri血1e.aCteV,SCとnesii-iii
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3 フェードルの死

『フェードル』(1677)の序文において､ラシーヌは題材はエウリビデスから

取ったが､筋の運びは若干変えたとしていた｡しかし､実際には『フェード

ル』はセネカに負うところが大きい｡ところで､エウリビデスには主人公パ

イドラのあまりな奔放さゆえに非難され､現在は散逸した『顔を覆うヒッポ

リエトス』と呼ばれるものと､それを改作し､罪を恐れ､｢気高い女性｣とし

てパイドラが登場する『花冠を捧げるヒッポリュトス』と呼ばれるものがあ

る｡セネカの『パェドラ』はエウリビデスの前作をモデルにしたといわれて

いる25｡セネカの作品をモデルとしていると言うときにはその点も考慮に入

れなければいけない｡フランスではガル羊エ(1573)がセネカの悲劇を翻案し

て以来､ラ･ピヌリエール(1635)､ジルベール(1647)､ビダール(1675)､プ

ラドン(1677)達がエウリビデスよりもセネカをモデルとして､フェードルの

神話を作品化していた｡このようにある神話を何人かの作家が舞台に乗せる

場合､その細部にはさまざまな違いが見られるのだが､この違いにこそ､ま

ずそれぞれの作家の特徴､その時代の特性を見ることができる｡フェードル

は､エウリビデスの作品においては首をくくり自殺するが､セネカ以来､ほ

とんど常に剣で自害し､その血を愛する義理の息子イポリットに注ぎかけ､

彼の後をおって死の国へと降りていく｡ラシーヌのフェードルのみが｢メデ

の毒｣を飲んで死に､イポリットを追いかけることをしていない｡

フェードルが剣で初めて死ぬセネカの悲劇から見てみよう｡セネカの『パ

イドラー』で､剣は､義理の息子イポリットに恋心を抱くフェードルが彼に

撥ねつけられた時に､逆に彼に言い寄られたと夫テゼに訴えるときの証拠物

件であった｡エウリビデスにおいては､この断罪はフェードルが首をくくっ

て死んだ後に､彼女の首に掛けられていた書き板により成されていたが､こ

の剣には由来がある｡イポリットの残した剣を見て､テゼは自分の息子の罪

を誤って居じた｡しかしテゼ自身､自分の父親エジェ(アイゲウス)を探しに､

初めてアテナイに来たとき､エジェの妻メデ(メディア26)に恋され､それを拒

んだために､王位を纂奪しようとしていると蔑訴され､毒殺されかかったこ

三5セネカ､『悲劇集】』､小川正廣･高橋宏宰･大西英文･小林棲軋西洋JJ典凝軋京都人′㌢芦

術出版会､1997年､p.455-457

ヱ8彼女はイアリンに見捨てられ､その複軌こイアソンの節約者とl-Iらの√供を殺した乱アイゲウ

スを頼ってアテナイに果ていた｡
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とがあった｡そのとき､エジェがその剣に目を止め､自分の息子であること

に気がつき､助かったのであって､剣は父親であるテゼには自分を助けてく

れた証拠であったのだ2丁｡もともとフェードルの神話碇は､テゼが友人ビリ

トユスの冥界の王の妃を奪おうとする計画のため冥界に下っていたのだが､

帰ってきてみると自分の妃の心が息子に奪われていたとなるなど運命の皮肉

が最初からみられるのだが､義理の母親に愛され､それを拒んだため蔑訴さ

れるという同じような状況下でも父親は剣により助かり､息子は剣により罪

を被ってしまう｡セネカ以降､フェードルが自らの罪を償おうとし､自死を

遂げるのは､イポリットの命を結果的に奪ったこの因縁の剣によるものであ

る｡

しかし､ここでフェードルの死の場面を詳細に読んでみると､｢命を捨てる

ことにより､罪からも解放されよう(V.1176-1181)｣と述べたすぐ後に彼女は

｢そのようにして私はタルタロスの披と湿地を越え､ステユクスの川を越え､

火の川を越え､気も狂わんばかりにして貴方を追いかけていこう｣と続けて

いる｡このフェードルの｢イポリットの後を追いかけていこう｣という台詞

は､ただ単に罪を償って､死のうとする意思の表明ではない｡彼女は現世に

おいて結ばれることのなかった二人の運命を､死後結びつけようと願ってい

るのである｡そして､この願いをフランスのフェードル達も継承している｡

ガルニエのフェードルはイポリットを冥界の底まで追いかけていく(ActeIII)

と宣言していたが､イポリットの死後､彼の亡骸に自らの血を注ぎかけなが
ら死んでいく｡剣で死ぬことはフェードルの情念の強さを象徴している｡

Ledestinenvieuxetcrue)n'apermis

Quenouspuissonsvivantsnousembrasseramis:

Las!qu-i]permetteaumoinsquedenosamesvides

NoscorpssepuISSen(joindreauxs畠pulcreshumides･

Nemerefusezpoint,Hippolyte,JeVeuX

Eteindredemonsangmesimpudiquesftux･

ト】

^dieuSoleilluisant,Soleilluisantadieu,

AdieutristeThisee,adieufunとbre]ieu:

flesttempsdemourir,SuS,quemOnSangOndoie

三T1670年代､オペラが台東してくるが､75年キノー作リエリー作曲のオペラ『テゼ』がまさにこ

の机来車を扱っている｡
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Surcecorpstrepassi･COurantd-unegandlplaie･28

ラ･ピヌリエールのフェードルもまたイポリットの様に死ぬことを望み､彼

の後を追うと言いながら死んでいった｡

Hippolyte,Hippo]yte,enfinjeteveuxsuivre.

J'aytropd■cnnuisaucoeurettropdlamourpourvivre,

R■appelIe【onespnLescoutemesdiscours,

Jeneteparlep】usdemessalesamours,

TurL-aspaspartagimesardeursinsolen(es,

MaisjeveuxparIagertesdouleursviolen(es,

NousauronsencepolntIousdeuxunmesmesort

QuejemlenvaismourircommeHippoJyteestmotl;

L■ErL蝕■plusqueleCiel払vorablehmcs凡ames,

Enseparantnoscorpsassembleranosames.29

ジルベールになると少し状況が変わる｡彼女も確かに義理の息子になるはず

だったイポリットを追いかけて死んでいく｡しかし､その死からは不義のこ

いという要素は抜け落ちている｡

DupenserJeteSuydans)esa触uxdesers,

AtectoyJetraVerSe,e(lesmon(S,et】esmers,

LecheminquettLPrenS,Onme]everraprendre,

SiruvasauxEnftrs,1-onm■yverradescendre;

Etrompantlehenqulm.attaChehcecorps.

J'iray(efairevoirmonamourchezlesmoJtS.30

ラ･ピヌリエールの『イポリット』に寄せた詩の中でピエール･コルネーユ

は､イポリットの《insensibilite》を非難している｡プレシオジテの時代に

あって､愛に応えないことは最も攻撃されることであった｡従って､プレシ

オジテの作家ジルベール軋イポリットに恋をさせているが､その｢友人以

上､愛人以下｣の相手はフェードルその人であった｡テゼはフェードルの婚

約者でしかない｡しかし父を恐れるイポリットは､彼女を拒否した｡彼は結

三8GARNIER,叫叩叫叱acleV

ZgLAPTNEL陀RE▼flippoLJle.ac(eVtscとnejii

沖GILERT,H押OLi(e,aCteV,SCとnei
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局父の呪いによって死に､フェードルは彼の後を追い死を選ぶのだが､一連

のフェードルを扱った作品のなかで､この作品ほど近親相姦の罪が薄められ

ているものさまない｡

ビダールの『フェードル』から､イポリットに恋人ができる｡エウリビデス

以来イポリットが崇拝している女神アルテミスが｢真実らしさ｣に反するの

で舞台に登場できなくなった代わりでもあり､イポリットが人間に恋をしな

いと非難されることのないように作られた人物でもある｡この作品では

フェードルは毒を飲み､イポリットの死体の上に身を投げ出し死んでいく｡

勿論､これは彼女がイポリットを死後も追い求めていることを意味している

ものなのだが､従来のフェードルの役割､イポリットの死体の上に剣で貫い

た我が身から血を注ぎかけ死んでいく､この役害胴ま今回は彼の恋人シアーヌ

にまかされている｡その結果､イポリットを追いかけるのはフェードルとい

うよりシアーヌのiまうへとかわり､義理の息子を愛し､死後も追い求めると

いうフェードルの｢罪｣はきわめて弱いものへとなっていることに注意した

い｡

ラシーヌと同年にプラドンが『フェードルとイポリット』を上演し､ラシー

ヌの悲劇より人気を集めた｡ここでもフェードルはイポリットの死体の上に

自らの血を注ぎかけ死んでいっている｡

Sur)eprlnCeellevoitsonsangqulrqjai)]it.

《Oui,diトelle,JeVeuXquemOnSangteraninle;

Cherpnrtce,Ouqu■ilteserveaLtjourd-huidevic(ime

Pourexp)ermOnCrimeetvengertesmalheurs;

Recois,CherHippolyte,etmOname,etmeSPleurs,

EtquandIumefuiraisdansleroyaumesombre,

QuemonombresangJan(e,uniehtachとreombre,

)usqu■aufonddesenftrstesuivepasapas,

Ettechedsseencoreau-deJhdutrgpas!》

Elletombeacesmots;SOnamefugi(ive

Varqioind†eHippolyteeTlllinfヒmalerive;

放maJ訂ilesngueursdesonfunestesort,

Sonamourvabraverledes(ine=amolt.3l

11pRADON.P混血gJ〃如叫･Jg,aCleV,SC如ev
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このフェードルは再びメレのソフォニスプのように愛のために死ぬ女性に

戻っているが､観客にはより｢気にいられる｣ものであった｡愛する人をお

いかけて死ぬことが悲劇において少なくなっているとはいっても､観客の好

みは依然として変わらない部分もあったのだ｡

さて､以上のことから､ラシーヌ以前のフェードルは､その罪はさまざまに

緩和されているにしても､『アンドロマック』のエルミオーヌの様に､恋す

る相手の後を追って死んでいく情熱的な人物として造形されていたというこ

とが理解される｡彼女が剣でわが身を貫き､血をイポリットの体に注ぎかけ

ることが､彼を｢追いかけていく｣ことの象徴･血の約束であるのだ｡しか

るに､ラシーヌのフェードルの死を見てみると､彼女は死ぬにしても｢より

時間のかかる道を辿り死者の国に降りて｣いこうと欲していて､決してイポ

リットを追いかけようはしていない｡イポリットのいる冥界にも､よりゆっ

くりと降りるため｢メデがアテナイにもたらした毒｣を飲む｡そのことは彼

女にテゼの前で告白をするためという物理的な制限からということもあるだ

ろう｡しかし､イポリットに血を注ぎかける動作が消失することは､伝統の

なかのフェードルが義理の息子を追い求めていていく時の儀式の消失に他な

らないことを忘れてはいけない｡ラシーヌは序文で､彼のフェードルは自ら

の情念をおぞましいと思っていると書いていた｡彼女は死の向こう側でイポ

リットと結ばれようなどとは考えていない｡｢わずかな過ちも厳しく罰せら

れる｡罪を犯そうと考えただけでも､それは罪そのものと同じだけおぞまし

いものと見られるのだ｡恋ゆえの弱さは真の弱さとして取られている｡情念

がそこに描かれているのは､情念ゆえの狂乱を示すためなのだ｡(序文)｣ま

た､そのように描かれたラシーヌのフェードルには､罪を緩衝する装置が一

つ失われてもいた｡17世紀のフェードルたちは､テゼといまだ結婚していな

いことによって､義理の息子を恋するという罪を犯さないですんでいたのに､

ラシーヌのフェードルは再びテゼの妻となっているのだ｡そのため彼女の罪

の意識による内面の葛藤は多のフェードルに比べ､より大きなものとなって

いる｡

もともとフェードルが自らの情念をおぞましいと思う背景に､彼女が自らが

ヴェニュスに呪われた血を引く女(III,3)だと思っていることが挙げられる｡

彼女の一族は､フェードルの母のパジフアエ､その父である太陽神ヘリオス

がヴェニュスの情事を告げたため､ヴェニュスに呪われたのだ｡彼女は運命

により､神々の怒りにより道に外れた情念に落ちたとラシーヌは序文で説明
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している｡

ェウリビデスの悲劇において､罪はヒッポリュトがアプロデイーテーを敬わ

ないことにあった｡しかし､直ぐにこの女嫌いであるが純粋な青年から罪は

取り除かれ､別の所に罪の所在が移っている｡時に､セネカにおけるように

フェードルの家系に原因が求められ､ガルニエの作品では､原因はテゼが冥

界の王の妃を強奪しようとしたことと､アリアーヌ､フェードルをクレタ王

ミノスのもとから強奪してきたことによって､この二人の呪いがテゼにかけ

られたことにあるとされている｡17世紀初頭には古代の作品をキリスト教化

していたイエズス会のステフォニオ神父の『クリスピュス』が現れる｡コン

スタンチヌス帝の妻であるファウスタが義理の息子クリスピュスを恋したが､

拒否されたために､虚偽の申し立てをし､それが露見し､処刑される｡クリ

スピエスはキリスト教に改宗する｡1639年にフランソワ･ド･グルナーユ､

1645年にトリスタンが同じ主題を扱った｡このフェードルの悲劇と相似する

悲劇の影響の下､イポリットは次第に罪のないものになっていった｡ラシー

ヌ以前のイポリットは恋をしないという欠点をなおされていたし､ラシーヌ

に至っては､イポリットに欠点がないため､彼の死は哀れみより憤慨をもた

らすものとなってしまうため､彼に欠点を､父親の敵の一族の一人であるア

リシーを恋するようにしたとしている｡

｢恋をしない｣という欠点から､｢禁止された恋｣という欠点への移行｡い

ずれにしても､イポリツトに罪が無くなれば､そのぶん､彼を死においやっ

たフェードルの罪は重く感じられものになった｡しかもその原因は自らの血

に求められているのだ｡その罪をおぞましく思い､悔いたとき､彼女はもは

やイポリットを死の向こう側に追い求めようとする人間ではなくなっていた｡

罪の意識を感じること､そのために罪は大きなものでなければいけない｡そ

して改心すること｡その後は､その原因となるものを追い求めつづけること

は許されていない｡これが｢まったく罪がないというわけでもなく､まった

くの有罪というわけでもない｣ラシーヌのフェードル像であった｡

4 結論

ソフォニスプとフ土-ドルの変容を辿りながら､16,17世紀の自死を選ぶヒ

ロインたちを調べてきたが､メレの『ソフォニスブ』前後で変化があること

が分かった｡彼女たちは死後､恋人に会うため(クレオパートル､ソフォニス

プ､アンチゴーヌ)､恋する相手に再び会うため(フェードル)､捨てた相手に
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復管するため(デイドン)死んでいく｡それは観客が要求したことでもある｡

しかし､逆に強すぎる情念(2人の相手と結ばれる､義理の息子に恋をする)

は制限されるようになっていった｡同時に悲劇から愛そのものを削除しよう

とする動きもあり､情念そのものを問題にする動きもでてくる｡そういった

状況下で｢死｣そのものが悲劇から不要になっていき､愛のために死ぬとい

うこともなくなっている｡

彼女たちはみな非難されるところを持っていた｡ソフォニスプ､デイドンは

2人の夫を持ち､クレオパートルは国を滅ぼした｡フェードルは義理の息子

に恋をし､アンチゴーヌの罪はおそらく一番軽いだろうが､王の命令に背い

た｡この罪に揺れが出てきたとき､彼女たちの死のかたちも変わっていった｡

それはまた愛の表象の変化でもあったのだ｡

今回は限られたコーパスで調べたが､17世紀フランス悲劇全体のなかで調

べること､イタリア､スペイン､イギリス演劇の影響力(メレはシェークスピ

アの作品を知ることのできる立場にいた)､他の小説などのジャンルとの関連､

18世紀にはこのテーマはどのような展開を示すのかなどは今後の課題とし

たい｡
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